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紹介コメント 

 本書は土木工学関係書として丸善（株）から出版されている。この本の初版は大正８年

に印刷され、その後版を重ねて本書は第六斑として昭和 17年に出版されたものである。大

正８年から昭和１７年まで地下水関係分野の教科書として使われていたのだからその時代

の技術者、研究者のレベルを知る書として貴重である。既に食塩を使った地下水の流速の

測定方法やダルシーの法則の使い方、水質分析法など、高く広い視点から地下水を見てい

て、現在のコンピュウターや先進機器によるとかく数字の上に数字を載せた議論が横行す

る地下水学の風潮の中に対し地に足のついた本書に重みを感じる。  

 巻末には付録として和英対訳術語、英和対訳索引もついている。 

 地下水は明治以降、学校教育では理科の教材として取り扱われてきた。戦後日本地下水

学会は通産省、農林省、大学の研究者・技術者などが中心となってどちらかというと戦後

の経済復興を支えた水資源開発の中で発展した。地下水学会には最近でこそ土木関係の研

究者、技術者も増えてきたが大正から昭和にかけて日本でも土木分野の研究者・技術者を

目指す学生が基本的な教科書でこれだけの地下水の学習をしていたことには改めて驚かさ

れる。 

 


